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ひかりがあるところにはジュウリョクがある。

エイゾウ

　

　

　

はじめに

　

　はじめは、ニチジョウテキなことをかいていたが、いまや、エルガク（ブツリガクっ

ぽい）のはなしがおおい。かきはじめてゴネンでそういうヘンカとあいなった。わたし

は、コウコウでリケイにすすんだわけではないが（ケイサンがおそかった。）、かんがえ

かたは、リケイにちかいかもしれない。あまりチシキがないから、ジユウにかんがえら

れている。それもよかったとおもう。

　つぎからは、（あまりにセンモンテキになるので、）わけてかこうかとおもうが、そん

なにたくさんかけるかというモンダイがある。リケイのジブンも、ブンケイのジブンも、

まぎれもなくジブンである。それなら、ベツにわけるヒツヨウはないかもしれない。な

やましいが、いまのところそうおもっている。また、ベツに、エルガクのホンとケイザ

イガクのホンをだすつもりである。なにかいいドクショタイケンをなさっていただけれ

ばさいわいである。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　ニセンジュウキュウネンジュウニガツニジュウニ

チ　

　

　

　

　

ニ

　

「タイム イズマネー。」という。ジカンはおかねのようだ。ということだ。わたしにとっ

ても、そうかもしれない。ジュウブンにケントウしてから、なにかをはじめてもいいが、

「おもいたったら、キチジツ。」ともいう。そういうキカイがあるときには、ほとんどケ

ントウせずに、はじめたりする。たとえば、ほしいものがななわりびきでうっていたと

する。ジュウブンケントウをすれば、まちがいはないだろうが、タブン、そのケッカが

でるまえに、うりきれてしまうだろう。だから、ジュウブンにケントウするのは、ただ

しくないこともある。

ただ、ジョウホウはダイジである。あるケッテイをするとする。ジョウホウがあれば、そ

のケッテイをたすける。また、ヨソクされたジョウホウがあれば、ケッテイまでのヨユ

ウができる。なにもジョウホウがないと、ウオウサオウするようだが、ジョウホウがあ
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れば、おちついてハンダンができる。

そういうイミで、ジョウホウは、ヨユウをつくるものだともいえそうだ。「ヨユウ」とい

うことは、「タイム」とおなじようなものである。「タイム」イズ「マネー」だから、おか

ねがかかるということでもある。

　

サン

　

なにかにひかりがあたると、なにかがみえる。それがみどりいろをしていると、みるこ

とができる。しかし、ひかりがあたらないと、みえない。よるをしっているひとなら、わ

かるだろう。しかし、そのものがひかるとはあまりいわれない。ジュースのカンに、ひ

かりをあてたら、ジュースのカンがきいろくひかったとは、あまりいわない。

もしかしたら、ひかりというデンキみたいなものがあたって、きいろいジュースのカン

がひかったカノウセイがある。セイカツばめんでは、どちらでもよいだろうが、ガクモ

ンとしては、このサはあるとおもわれる。

くろいものは、ひからない。つまり、このいろは、ひかりをあてても、ひかるハンノウを

しない。だとしたら、くろいものは、ひかりのエネルギーをためられるかもしれない。ば

あいによっては、ハッカするという。「ブラックホール」もやはり、そのうちハッカする

のではないか。それなら、くろいものを、ひかりをためるのにつかえるのではとおもう。

　

よん

　

ギターずきのエークンがいたとする。このひとは、ショウライテキになにをかうであろう

か。ゲンとかピックがうれそうだ。エレキギターだったら、アンプもかうかもしれない。

このように、ショウヒには、ドウセンがある。つまり、シュミから、ものへというつなが

りである。わたしはちいさいころ、めぐまれていたので、マンガとか、テレビゲームと

か、ガッキとか、オンガクソフトというシュミがあった。しかし、かうばかりでは、お

かねがへるイッポウである。テレビゲームはやらなくなったが、シィディはかったりす

る。マンガは、マンガでなくて、ホンをかうようになった。ガッキもかうことがある。

こういったシュミにおかねをつかうから、おかねがたまらない。もうすこし、シュミをけ

ずるといいかもしれないが、いまのところできていない。こういうシュミだから、まちに

でても、ホンヤにいったり、シィディヤにいったり、ガッキヤにいったりする。しかし、

サイキンはあまりいかなくなった。コンピューターネットワークハンバイがあるからで

ある。そういうイミでは、フツウのみせは、ケイエイテキにきびしいのではとおもう。

　

ゴ

　

ガッキのエンソウカをイチニチやとうと、ナンマンエンかはかかるだろう。そのひとは、
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ガッキにゴジュウマンエンぐらいかけているかもしれない。しかし、いまでは、ガッキ

をひいたおとをうっているので、ニマンエンあれば、そこそこのおとがならせる。つま

り、ニマンエンぐらいでガッキのギジテキなエンソウカをやとえてしまうわけだ。

しかも、ニジカンだけではなく、ムセイゲンだ。オーケストラもイチニチやとったら、

ヒャクマンエンはするだろうが、ヒャクマンエンあれば、やはり、オーケストのおとを

あつめたソフトウェアがかえる。

そういうイミで、ガッキのエンソウカにはきびしいジダイかもしれない。オンガクガッ

コウにいって、ゴヒャクマンエンくらいかけて、ガッキにヒャクマンエンかけたとして

も、ニマンエンのおととショウブしなくてはいけない。サンビャクバイすぐれていなけ

ればならないとなる。もしくは、サンビャッカイしごとをするようだ。それはむずかし

いだろう。だから、エンソウカをめざすひとは、へっていきそうだとえるだろう。

　

ロク

　

ニホンにはかつて、コウドケイザイセイチョウキがあった。しかし、キュウジュウネン

ダイからは、レイセイチョウ、ないしは、テイセイチョウである。イッタイ、そのジキ

といまとでなにがちがうのか。

ひとつは、「ショク」がゆたかになったといえるだろう。わたしはこどものころ、キュウ

リをはさんだサンドイッチをたべたし、かっぱまきもたべた。パンをたべるにしたって、

バターではなく、マーガリンだ。ジュースには、スウジュッパーセントのカジュウとサ

トウとチャクショクリョウがはいっていた。それが、ナンマイものハムがはさまったサ

ンドイッチ、テッカマキ、バター、ホンモノのジュースとかわってきている。

わたしのばあいだが、それだけショクがゆたかになった。ただそのブン、チョキンがむず

かしくなるだろう。コウツウにしたって、いまはくるまをかうひとがおおいだろう。し

かし、わたしのおやじだって、くるまは、かりるか、チュウコシャにのっていた。

わたしのおやじはカイガイテンキンもしたサラリーマンである。そのおやじがシンシャ

をかわなかったということは、テイセイチョウジダイのサラリーマンが、シンシャをか

えるというのにギモンをもつリユウにもなる。ホンライテキには、くるまはそうそうに

かえないはずなのだ。

セイフは、ことあるごとにケイキタイサクをする。また、コクサイもハッコウする。その

しはらいは、ジュウネンゴとかニジュウネンゴである。だから、ジュウネンゴ、ニジュウ

ネンゴには、ニホンジンはビンボウになる。かりかえれば、やっぱりナンジュウネンゴ

に、しはらいをさきのばしになる。ようするに、なぜ、いま、ニホンジンがくるまをか

えるかというと、そのしはらいがエンキされているからだともいえよう（イチオウかっ

ただろうが。）。

それだと、ナンネンゴかに、つけがのこる。すくなくとも、くるまのダイキンブン、ショ

ウライつかえるおかねがへるだろう。つけをさきおくりにするということは、ショウラ

イまずしくなるわけだから、そのブンチョキンがヒツヨウだろう。だから、チョキンを

したホウがいい。それはカクジツなのだ。いま、たのしむか、あとでクロウをしないか
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のセンタクだろう。

「バブル」は、カコのことのようにおもわれがちだが、まだバブルをやっているように

もおもう。コンドはギンコウでなく、コジンがこまる。ななジュウネンダイくらいのセ

イカツスイジュンだったら、ケイザイはイジできるとシサンした。いまのレベルはそう

つづかないだろう。もっとタンジュンにいうと、えどジダイのセイカツをならえばいい

だろう。

　

シチ

「ひかり」がひかるのか、「もの」がひかるのかというモンダイがある（●サン）。しろい

おきものにひかりがあたると、しろくみえる。これはすでにわかっていることである。ま

た、くらいところで、しろいおきものをみても、すがたはとらえられない。フツウはひ

かりが、しろいおきものをてらしているようにおもわれているだろうが、わたしは、ひ

かりというデンキのようなものが、おきものにあたって、しろくハッコウしているとか

んがえる。つまり、おきものは、てらされているわけではなく、ひかっているわけだ。

ひかりは、ひかっているというイミがあるだろうから、タイヨウからでたそれは、「ひか

り」というより、「ひから（せている）」である。それでも、ひかりは、ひかっているとい

うかもしれない。プリズムをとおすと、いろんないろがみえる。だから、ひかりはひかっ

ているんだ。というかもしれない。しかし、それは、プリズムがあってのいろである。テ

レビだっていろいろないろがでる。タブン、くろいいたに、いろんないろをうつしだす

ことがカノウなのではないか。「ひから」シダイでうつるいろがかわるとおもわれる。

　

ハチ

　

なにかのオンドをひくくすると、コタイになる。ギャクに、たかくすると、エキタイか

らキタイになる。ウチュウがひろがっているというのは、オンドがたかければ、キタイ

がおおくできて、ボウチョウする。それでも、ボウチョウのゲンカイはあるだろう。ま

た、オンドがひくいところもあるだろうから、エキタイやコタイもあるはずである。

わたしは、ウチュウは、おおきなチキュウみたいなものだとかんがえている（●『ウ』

ヒャクななジュウニ、『ウ』ヒャクよんジュウ、『ウ』サンジュウハチ、『ウ』ニジュウイ

チ、『ウ』よん、『ス』ヒャクサンジュウロク、『ス』ヒャクニジュウロク、『ス』ゴジュウ

キュウ）。あとニヒャクネンはやければ、おおがねもちになったかもしれない。なんのこ

とか。ウチュウのそとのホウにはネンリョウがありそうなのである。チキュウでは、そ

れをそとがわからほってカクニンされている。セキユである。まぁ、チャレンジャーだ

からしかたがない。

　

キュウ
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ときおり、わたしはジカンリョコウのはなしをしている（●『ウンドウはすべてエレク

トリック』［イカ、『ウ』］ヒャクニジュウなな、ヒャクよん、ロクジュウハチ、『スーペリ

アーをみつけた。』［イカ、『ス』］よんジュウニ、よんジュウイチ、ジュウキュウ、『オン

ガクイチエンのジダイ』［イカ、『オ』］ゴ、『よろこぶゲンシジン』［イカ、『よ』］ニジュウ

イチ）。それだと、ダイタイカコにそこにいたというザヒョウにもどれば、「ジカンリョ

コウ」ではないかということだ。

しかし、コンカイはホントウのジカンリョコウができるかもしれない。いや、ジカンリョ

コウというか、デジェネレーション（タイホ）である。それは、どうやればできるか。エ

ル（ウンドウ）イコール ダブリュエー（あたたかさ）わるダブリュ（シツリョウ）であ

る（●『ウ』ヒャクニジュウキュウ、『よ』サンジュウニ、ニジュウハチ）。このダブリュ

エーをソウサする。つまり、ジカンをもどしたいブブンをひやすのである。

チキュウをひやしてもいいし、ウチュウゼンタイをひやしてもいい。シキでは、ダブリュ

エーがマイナスになる。したがって、ウンドウもマイナスになる。エルイコールティ（ジ

カン）（●『ウ』よんジュウ、『よ』サンジュウニ）だから、ジカンがギャクにながれるこ

とになる。ウンドウのむきがかわるというわけだ。しかし、それをやってもおもしろく

ないだろう。たまに、ドウブツなどをこおらせてホカンするというはなしがある。そこ

からソセイさせるのはむずかしいらしいが、まぁ、そういうはなしである。

　

ジュウ

　

よっつのコウセイにトウカンカクでかこまれたほしは、インリョクがつりあってうごか

ない。これをわたしは、「デッドロック」とよんでいる（●『ウ』ロクジュウキュウ、『ス』

ヒャクなな、『ス』ヒャクよん、『ス』ニジュウ）。まわりのコウセイのインリョクがつり

あっているから、ジー（ジュウリョク）がレイのようになる。カンゼンなレイではない

が、それを、「アクティブレイ」といおう。

とにかくレイっぽい。アンガイウチュウのなかのコウセイなり、ギンガのハイチはそう

やって、うまくつりあってハイチされているのかもしれない。セイテキハイチである。

もし、そういうつりあいが、まだとれていないとしたら、うごきがさかんなはずである。

ニンゲンもレキシのなかで、ハイチをそれぞれがまのあるようにしてきた。そういった

アクティブレイのハイチのウチュウかもしれない。

　

ジュウイチ

　

ニホンはジシンのおおいくにである。ハチネンまえのトウホクのジシンのときには、キ

ンキュウジョウホウがわたしのケイタイデンワにはいった。それもフダンとはちがうケ

イコクオンつきでだ。

うちはチメイテキなソンショウはなかったが、かべにひびがはいったり、タイルがわれ

たりした。それからというもの、そのキンキュウジョウホウのおとがこわくなった。シ
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ンリガクでいう、ジョウケンづけである。ビーというサインあって、いやなエーがハッ

セイするばあいは、ビーがこわくなるというはなしだ。

まぁ、それはともかく、ジシンというのは、チカクのウンドウといわれている。つまり、

エル（ウンドウ）であるわけだ。エルイコールイー（デンキ）である（●『ウ』よんジュ

ウゴ）。そのために、チカクのデンキをとらえられれば、ジシンはヨソクカノウとなる。

デンキなまずがヨチできるという。やっぱりこれも、デンキである。そのギジュツをた

かめたら、ヒガイはへるとおもう。もっとダイタンにやれば、ゆれがおこるというハド

ウのギャクにそれとドウヨウのおおきさのハドウをおこして、ジシンをうちけすという

ホウホウもあろう。ジシンはシンゲンからエンジョウにそとへむかってひろがるようだ。

これは、いけにいしをなげこんで、ハモンがひろがるのににている。このハモンをとめ

るのはむずかしいというか。タブン、ギャクにかわらからいしをとりだせば、ギャクホ

ウコウのハモンができるだろう。それはどういうことかというと、ジシンをチュウワす

るのは、リロンテキにはカノウということである。ただ、シンゲンから、なにかおおき

いものをとりだすのは、ギジュツテキにむずかしい。そういうカダイはある。

　

ジュウニ

　

テレビキョクのうりあげがおちたなどということがある。テレビのキカイはニホンジン

のいえにダイタイおかれているだろうが、ホウソウをみるひともいれば、みないひとも

いる。

わたしもニュースとサッカーぐらいしかみない。そんなかんじだから、ガメンがおおきい

ホウがいいとおもわず、キョクリョクちいさいホウがいいとおもっている。キュウジュ

ウネンダイからパソコンがフキュウしはじめ、オンガクやドウガがみれるようになった。

そのため、テレビよりも、パソコンでドウガをみるひともおおいだろうとおもう。サイ

キンでは、ケイタイデンワでみることもできるらしい。

もし、そうだとすると、テレビキョクのうりあげがおちることは、わからなくない。ド

ウガトウコウサイトにも、テレビとおなじようにコウコクがはいる。そういうわけで、

キョウソウになっているといえるだろう。このキョウソウはどっちがかちそうなのか。

ハードウェアをくらべてみれば、テレビキョクが、ナンジュウ、ナンビャクオクとする

たてものをホユウし、ナンゼンニンもやとっているのにくらべ、ドウガトウコウサイト

は、スウカショに、サーバーとなるコンピューターとオペレーターをもっているだけだ

ろう。つまり、ヒヨウが、ドウガトウコウサイトのホウがアットウテキにすくないだだ

ろう。これでキョウソウをつづければ、いまのところ、ゴブゴブだとしても、シュウエ

キで、ドウガトウコウサイトにグンバイがあがる。

もし、かぶぬしのリエキをサイダイゲンにかんがえるとするなら、ドウガトウコウサイ

トのホウがこのまれるだろう。しかし、コウキョウセイというかんがえかたもある。そ

れをふくめて、テレビキョクがどれだけがんばれるかではないだろうか。タクサンセン

タクシがあったホウが、シチョウシャはゆたかだが、テレビキョクは「コウキョウセイ」

をおもんじるにせよ、フクシでやっているわけではない。シュウエキがでなくなれば、
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テッタイということもかんがえられる。

ヒヨウをへらすドリョクがフツウのカイケツサクかとおもうが、ニホンでは、なかなか

やりづらいだろう。だから、いつまでもつのかというところではないだろうか。

　

ジュウサン

　

ニホンジンは、ヤクハチジュウネンまえのセンソウのヒガイをたてなおすために、セン

ゴ、トクにはたらいたという。わたしのおやじもそのひとりである。センチュウ、セン

ゴに、あまりよいたべものがなかったときく。たまに、「ハングリーにはたらいた。」な

どという。まぁ、そうだったんだろう。ケッカ、ケイザイセイチョウもキロクされてい

る。バブルとよばれるハチジュウネンダイからキュウジュウネンダイショトウにいたる

まで、それはつづいた。

バブルのころから、フランスリョウリだの、イタリアリョウリだの、そういうのをたべる

ようなひとがでてきたという。わたしもどちらかというとたべたホウだ。わたしのおふ

くろがつくるリョウリは、わたしがおさないころから、そうかわっていないが、わたし

のいえのちかくにインショクテンがサンケンふえた。それだけショクヒにおかねをかけ

るようになったということだろう。その、「ハングリー」がつづいたのは、ハチジュウネ

ンダイまでなんだろうか。ショクがよくなって、キュウジュウネンダイにほぼセイチョ

ウなしになっていまにいたる。

ショクたりて、ケイザイセイチョウなしと、まぁ、ヘイワなようだが、コクサイキョウソ

ウなどをかんがえると、それでいいのだろうかとおもう。センゴは、ほぼひとしく「ハ

ングリー」だったが、いまは、「ハングリー」なひともいれば、もっとたべるというひと

もいるだろう。ヨウするに、「コセイ」だのとイチジキいわれたが、コジンセンなのだ。

がんばりたいひとは、がんばるし、がんばらないひとは、がんばらない。そういうジダ

イなのだとおもう。

いまは、こどももすくなくなって、ひとりでしんでいくひともでてくる。だから、ヒャ

クネンゴのためにがんばろうというのは、キョウツウのモクヒョウとしてはむずかしい。

がんばるひとも、キョウソウからおりるひとも、まぁまぁうまくいけばいいとおもう。

　

ジュウよん

　

もっているゆめをジツゲンするために、アルバイトをしてシホンキンをためて、しごと

をやりだすというはなしは、わたしがジュウダイのころにきいていた。しかし、わたし

のカンシンがあったロックオンガクのばあい、アルバイトして、シホンキンをためて、

しごと、エンソウをしたというはなしはきかなかった。そうやって、まじめにミュージ

シャンになったひともいるだろうが、そういうはなしはしらなかった。どちらかといえ

ば、のみあるいているみたいにおもっていた。

しかし、それはおおまちがいだろう。タブン、ヒツヨウなドウグであるガッキがコウガ
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クなために、なかなかシホンキンをためられなかったのだろう。チホウをまわるとなれ

ば、くるまもヒツヨウだ。エンソウするバショ「ライブハウス」も、キャクがすくなけ

れば、ミュージシャンのフタンとなる。そうやって、あげてみると、ミュージシャンと

して、セイコウなり、しごととしてセイリツするようになるのはむずかしいとわかる。

わたしは、イジョウのことをリカイしていなかったが、オンガクがすきだった。しかし、

つきあいだなんだで、なかなかジブンでキョクをつくることができなかった。それで、イ

チジキオンガクをチュウダンした。そして、いまごろになって、またオンガクをやって

いる。

やってみるとわかるが、わたしのつくるロックオンガクは、そううれるほどではないし、

ロクオンにサンカゲツかかるし、つかれる。だから、いま、それはあまりつくろうとし

ていない。かせげないしごとイコールただしくない。とかんがえるのだったら、すぐに

やめたホウがいいだろう。なにしろ、ジュウゴキョクきかせて、イチエンをもらうジダ

イだ（●『オ』ヒャクサンジュウハチ）。だから、イチジカンのあいだにジュッキョクつ

くれると、シュウエキがでるかもしれないが、まず、そういうことはできない。

まぁ、やってみて、そういうジョウキョウがわかったから、そんなにちからをいれてい

ない。シュミとしてできればいいのではとおもう。ただ、このさきのニホンにおとずれ

るであろう、ただばたらきのジダイ（●『ウ』）ゴジュウなな）をかんがえると、どうな

のかとはおもう。

でも、ガッキをかっているようじゃだめだろう。いまおもうと、コウコウのときに（オ

ンガクをやるモクテキだとしても）、アルバイトして（おかねをためて、）ばあいによっ

ては、センモンガッコウ、ダイガクにいけばよかったとおもう。おかねはつかいみちを

かえられるからだ。

　

ジュウゴ

　

わたしは、わたしのギジュツリョクがヨーロッパにくらべて、ニヒャクネンおくれてい

るとおもっている（●『ス』ヒャクサン）。まえにもいったように、ニヒャクネンはや

かったら、セキユをほりあてて、おおがねもちになっていただろう（●ハチ、『ウ』ヒャ

クよんジュウ）。

そのおくれを、ニバイのはやさでおいかけると、ゲンジョウのスイジュンまでヒャクネ

ン。それからのシンポに、ゴジュウネン、ニジュウゴネン、ジュウニテンゴネンとかか

り、ケッキョク、おいつくまでにニヒャクネンかかる。

このダンダンハンブンにしてケイサンするところがおもしろい。イッキにニヒャクネン

かかることをいえるひともいるだろうが、ジュンジョをおってケイサンするとそうなる。

これは、シャッキンのケイサンにもつかえるとおもう。

ニヒャクマンエンかりて、ニバイのはやさでかえしたら、などである。ニバイのはやさ

なら、キンリがとてつもなくたかくなければ、かえせるだろう。ところが、ニブンのイ

チのはやさだと、さきのようにケイサンして、キンリがないとしても、ようやくかえせ

るとなる（ヒャク、ゴジュウ、ニジュウゴ、ジュウニテンゴと。）。
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なぜ、そのようにケイサンするか。それは、つぎのシュンカンに、べつのものにおかね

をつかっているカノウセイがあるからだ。だから、これがめやすとなる。つまり、たか

いものをかうとしても、キュウリョウのニバイにおさえなさいだ。だから、そうカンタ

ンにくるまはかかえない。かうのだったら、チョキンをするようだろう。

これをまもらずに、キュウリョウのサンバイのものをかうと、そのケイサンでは、ロク

ジュウロクパーセントしかかえせない。つまりハタンだ。だから、それをしてはいけな

い。しかし、ニバイだとしても、マイカイにそれをすると、やはりハタンする。だから、

シュッピのルイケイをキュウリョウのニバイにおさめるといいだろう。また、キュウリョ

ウのイチバイに、レイテンゴバイにおさめれば、チョキンもできるであろう。

　

ジュウロク

　

ニホンでは、よくくるまがみられる。それだけうれたということだ。しかし、それをも

とがとれるくらいつかっているだろうか。ニヒャクマンエンのくるまがあるとする。こ

れに、ネンリョウをおなじニヒャクマンエンブンかえば、イチマンサンゼンリットルに

なる。イチリットルでサンジュッキロはしるとすると、ヨンジュウマンキロメートルは

しることになる。

ただ、ヨンジュウマンキロメートルはしらせるひとはすくないだろう。つまり、このキ

ジュンでいえば、くるまをかうひとはダイタイソンをしているといえそうだ。ようする

に、くるまはショウヒザイということだ。イッショウかけてのるのが、ケイザイテキと

いえるだろう。

　

ジュウシチ

　

ものをつくるのに、セッケイをすることがある。タブン、いまではセッケイズをかいて

から、つくりはじめることがおおいだろう。タブン、セッケイズは、エンキンホウをつ

かってかくと、ゼンタイがわかりやすいだろう。しかし、セッケイズのないセイヒンも

あろう。

それは、たとえば、トウゲイセイヒンである。ホンタイをつくって、えをいれる。そう

いうセイヒンもある。これを、セッケイズのないセイヒンとよぼう。こういったセイヒ

ンはショクニンがつくっている。いまのフツウのひとはセッケイズをかいてから、セイ

ヒンをつくるだろうが、ショクニンは、セッケイズをかかずにセイヒンをつくる。こう

いうちがいはあるとおもう。

　

ジュウハチ

　

フツウのくには、ダイタイゼイキンをとる。ホウジンゼイやショトクゼイなどである。
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しかし、くにがセイヒンをつくるカイシャのようだったらどうか。むしろ、うりあげか

ら、ジュウギョウインにキュウリョウをはらうようだろう。ゼイキンのようなものはい

らない。

くにがつくえをニコつくって、エーさんとビーさんにそれぞれゴヒャクドルでうったら、

くににセンドルはいる。くにがニヒャクドルぬいて、それをつくったエーさんとビーさ

んに、よんヒャクドルずつしはらわれれば、まぁまぁうまくいっていることになる。

しかし、くにのカンリコストのニヒャクドルがつかわれれば、エーさんとビーさんがヒャ

クドルずつまずしくなる。ただ、くににあるニヒャクドルがうまくつかわれれば、イチジ

テキに、エーさんとビーさんがまずしくなっただけで、ケイザイはまわる。くにがその

かねで、シーさんにニヒャクドルはらってヤサイをつくらせれば、またヒャクロクジュ

ウドルをシーさんにはらってケイザイはまわる。

このレイでも、やはり、くにがゼイキンをとっているといえるだろうか。ニジュッパーセ

ントをくにがあずかる。ほとんどジンケンヒだろうが、ゼイキンとよべなくもない。こ

れで、うまくひとびとのほしいものと、つくるもののチョウセイができれば、これはカ

ノウだろう。

　

ジュウキュウ

　

わたしがダイガクセイのころ、ガクヒをはらうためにアルバイトをしていた。あさゴハ

ンは、ハンバーガーだった。ベンリなバショにショウテンがつくられていたからだ。ま

た、それはトウジ、フケイキのせいもあってやすかった。いまかんがえると、それがな

かったら、ショクバでのロウドウや、ダイガクでのガクシュウにシショウがでていたの

ではないかとおもう。

ニホンジンは、さかなをよくたべるが、アンガイ、さかなをすばやくたべられるみせは

すくない。だから、ハンバーガーだったのだろう。えきには、たちぐいそばもあるが、そ

ばでは、あまりチョウジカンはたらけないきがする。タンパクシツがあるかないかとい

うはなしだ。

ニホンジンは、センゴ、ガッシュウコクのこむぎをユニュウして、パンなどをつくって

たべた。そのうち、ギュウニクもいれるようになった。これらをたべることがおおいひ

とは、ジミントウタイシツ（●『アルクカラカンガエル』［イカ、『ア』］ヒャクゴ）であ

る。こめやさかななどのニホンサンのショクザイをたべ、なおかつ、ガッシュウコクサ

ンのショクザイもたべる。ケッカ、からだのセイブンは、ニホンサンと、ガッシュウコ

クサンでコウセイされる。だから、こういうひとは、ガッシュウコクのひととケンカで

きないであろう。それが、「ニチベイドウメイ」ということばにもあらわれている。それ

で、どうするのかというのが、コンゴとわれるだろう。しかし、そのまえに、カンシャ

をわすれぬことである。

　

ニジュウ
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ニホンのダイガクのジュンイがおちているという。ほかのくにをふくめたはなしである。

それはわからぬわけではない。ニホンジンのノウリョクがひくくなっているわけでもな

いだろう。しかし、ニホンジンがみつけたチケンがほかのくにとくらべて、すくなくなっ

ているのだろう。つまり、なにがいいたいのかというと、ガクモンをユニュウばかりし

ているということである。

いまのニホンのショクリョウのジキュウリツは、よんジュッパーセントという。それと

おなじように、ガクモンのジキュウリツが、おちているのではないかとおもわれる。もっ

といえば、どれだけダイガクをユニュウしているかである。ノウサンブツのなかには、お

もしろいものがあって、うなぎなんかは、ほかのくにでそだてて、イッカイニホンのみず

うみにはなせば、「ニホンサン」となるらしい。ガクモンは、チテキザイサンだから、そ

れらをユニュウして、「ニホンセイ」とするわけにもいかない。だから、やはり、ジキュ

ウリツをたかめるヒツヨウがありそうなのである。

　

ニジュウイチ

　

かつおぶしは、ニホンジンのハツメイヒンという。それをけずって、おゆのなかにいれ

てだしをとる。そしてそのだしをつかう。これはよくあるニホンリョウリである。

しかし、モンダイなのは、だしをとったあとのかつおぶしをどうするかである。いって

みれば、かつおぶしは、からだで、だしは、あじである。タブン、そのからだには、タク

サンのタンパクシツがふくまれているだろう。だしは、あじだけだろう。だから、その

からだをすててはもったいないだろう。それは、ロウヒのようなきがする。うまく、だ

しをとったあとのかつおぶしをつかえればとおもう。

　

ニジュウニ

　

エル（ウンドウ）イコールジー（ジュウリョク）とかいた（●『ウ』よんジュウゴ）。ま

た、エル イコールダブリュエー（あたたかさ）わるダブリュ（シツリョウ）でもある（●

『ウ』ヒャクニジュウハチ）ということは、ジーイコール ダブリュエー わる ダブリュと

なる。

ようするに、あたたかいほど、ジュウリョクがつよいわけである。これで、なぜ、コウ

セイに、ジュウリョクがあるかセツメイできるであろう。チキュウも、なかがもえてい

るから、おなじリユウだ。つきのジュウリョクがチキュウとくらべてちいさいというが、

それはなかのオンドがひくいか、シツリョウがおおきいのであろう。これらのふたつの

スウチをはかれれば、みっつのスウチがだせるだろう。

　

ニジュウサン
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エス（ソクド）イコール ディ（みちのり）わる ティ（ジカン）である。ティ（ジカン）

イコールエル（ウンドウ）である（●ホンショ［イカ、ムヒョウキ］キュウ、『ウ』よん

ジュウ、『よ』サンジュウニ）。エルイコール ダブリュエー（あたたかさ）わるダブリュ

（シツリョウ）である（●『ウ』ヒャクニジュウハチ）。これをセイリすると、エスイコー

ル ディ わる ダブリュエー わる ダブリュとなる。

これでなにがいえるかといえば、あたたかさがひくいほど、ソクドがおおきくなる。も

しくは、ソクドがおおきいほど、あたたかさは、ひくいということである。イッパンテ

キにはひかりが、イチバンはやいとされるが、もっとひやせれば、ソクドはあがられる

かもしれない。

　

ニジュウよん

　

ミンシュシュギは、オウベイやニホンではいいものとされている。しかし、これが、シュ

ウグセイジにかわるというシテキもある。それはカンタンである。だれもがリエキをも

とめて、ミンシュシュギをやればそうなる。ゲンゼイをうたえば、フツウのひとのリエ

キになる。だから、ヒョウがあつまって、そのギインたちがトウセンし、ジッサイにゲ

ンゼイして、フツウのひとがもうかり、ギインたちももうかる。キュウリョウのガクを

あげるといえば、やっぱり、フツウのひとがもうかり、ギインたちももうかる。

しかし、やがてセイフやケイザイがヒヘイする。だから、リエキをおもじるミンシュセ

イジでは、だめなのだろう。

　

ニジュウゴ

　

そとをあるけば、タクサンのくるまがはしっているのにきづく（●『ウ』ロクジュウ）。わ

たしは、ニホンのケイザイトウケイをみると、なぜ、そんなにくるまがはしっているかギ

モンがわく。わたしのおやじは、カイガイでキンムしたことのあるカイシャインだった

が、ショウガイ、くるまはかわなかった。いや、チュウコシャをかっていた。そのおやじ

はのみにいくこともしなかった。かおうとおもえばかえたはずだが、それはしなかった。

ニホンのケイザイセイチョウキをいきたひとである。そのキジュンでかんがえてみれば、

タブン、いえをかうようなサラリーマンはくるまをかえないはずである。だから、ボウ

トウのギモンもマットウといえるだろう。ニホンジンのショウヒがよわいなどというが、

そもそもかえないのではないか。ケイザイセイサクによって、かえるキブンになって、く

るまをかっているようなきがする。ショウライからのシャッキンというやつである。い

まのジダイは、ひとのまねしていきることは、かえってあぶないというきがする。

　

ニジュウロク
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キュウジュウネンダイから、ニホンでは、コンピューターをつかえるひとがつよくなっ

た。それは、また、コンピューターカンレンのしごとをするひとがかせぐようになった

ということでもある。コンゴは、エーアイだの、ロボットなどといわれる。だから、エー

アイやロボットカンレンのしごとをするひとが、かせぐだろうとヨソクできる。

だから、そのためのキョウイクをしたらどうかとおもうが、どうもそんなはなしはない

ようだ。せいぜい、コンピューターのプログラムのガクシュウである。それではニジュ

ウネンイジョウおくれている。そのこたちがおおきくなり、ケッカがでるころには、よ

んジュウネンテイドおくれることになる。それでいいのだろうか。

いまから、エーアイのガクシュウをはじめても、ケッカがでるまで、ジュウゴネンとか

かかる。エーアイをつかえるジンザイ、つくるジンザイ、にかてるジンザイはヒツヨウ

であろうが、まだそういうはなしはきかない。あまりさきのことは、かんがえていない

のかもしれない。

　

ニジュウシチ

　

ダイガクにいくのがいいとおもわれているふしがある。たしかにダイガクにいけば、チ

シキのリョウはふえるだろう。しかし、それは、キホンテキに、だれかがかんがえたこ

となので、たとえれば、あつかうことのできるブヒンがふえたにすぎない。

そうやって、あつかうことのできるブヒンをふやすこともいいが、やっぱり、ジブンで

ブヒンをつくることがダイジだろう。それが、タブンいいブヒンやである。

　

ニジュウハチ

　

ジュケンキョウソウなどという。ジュクにかようこどももいるだろう。そうやって、い

いダイガクをめざす。しかし、ギモンなのが、コクサイテキなヒョウカで、サンジュウ

イのダイガクにはいった、ソツギョウしたでいいのかということである。

ニホンで、イチバンのダイガクでもそんなかんじである。つまり、ニホンでベンキョウ

のヘンサチがハチジュウあるといったって、そのテイドである。それなら、ベツのこと

にジカンをつかったホウがよくないか。オフロードもダイジとおもうのである。

　

ニジュウキュウ

　

カイガイでは、シュウキョウカはソンケイされるという。しかし、ニホンでは、あまり

そういうはなしはきかない。なぜ、シュウキョウカがソンケイされるかというと、ドク

シンで、かみにつかえるからだろう。

つまり、こういうことだ。もし、そのひとがカゾクをもっているばあい、かみのおしえ
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と、かれのハイグウシャのかんがえがフイッチになったとき、どちらをとるかなやむだ

ろう。ばあいによっては、かみのおしえをまもり、ばあいによってはハイグウシャのい

うことをきく。

ようするに、シュウキョウをとるか、カゾクをとるのかというセンタクになる。カゾク

をとったとしたら、シュウキョウカとしてはシッカクだろう。それなら、はじめからド

クシンで、かみにつえるといい。それで、ジッサイにそうしているわけだ。そこのとこ

ろが、ニホンでは、かならずしもであったりするので、シュウキョウシャがソンケイさ

れるというはなしにならないのではないか。

　

サンジュウ

　

ホウテイシキがある。そのヘンスウのブブンになにかスウジをいれると、なにかのあた

いがケイサンできる。そのオウヨウのようなものがヨソクである。ビールのうりあげで

もなんでもいい。かぎとなるヘンスウをニュウリョクして、うりあげをヨソクする。そ

のヨソクがただしいとすると、そのつぎのヨソクもカノウとなる。それをくりかえして

いくと、ミライがわかるわけである。

そのように、ミライをコテイしたいから、キセイのようなコウドウがおこなわれるとも

いえる。ザンギョウキセイなどのキセイである。それをやると、ミライがよめるが、そ

のブン、ジユウドがなくなる。つまり、おおあたりも、おおはずれもしないわけである。

だから、ジユウをもとめるひとは、キセイをきらう。ちいさいセイフのがいいというわ

けである。「ちいさなセイフ」とは、サイキンあまりきかないから、さきがケッコウよめ

ているんだとおもう。

　

サンジュウイチ

　

キンユウカンワというジケンがあった。ようするに、シヘイを、インサツキをつかって

ふやしたのである。これをやると、ツウカのカチがさがって、ブッカがあがることがキ

タイされる。そうやって、すこしのブッカジョウショウをねらったわけだ。

しかし、やりすぎるとどうなるか。ツウカをニバイにふやせば、タンジュンにブッカは

ニバイになるし、サンバイにふやせば、ブッカはサンバイになる。そんなことがおこな

われていたわけだ。

しかし、いまはみえない。コジンキンユウシサンが、そのナンバイもあるというリユウ

がある。しかし、いつかはそれがヒョウメンカする。いずれ、セイフフサイが、コジン

キンユウシサンをおいこすからだ。サンバイのインフレになったら、かなりくらしづら

いだろう。こめがゴキロで、ななセンエンというはなしである。そういうキョウフセイ

サクをセイフがしないように、みはっていなければならない。
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サンジュウニ

　

わかいころは、よのなかのうらジジョウがわからなかったりする。わたしもなんとなく、

コウコウへいって、ダイガクへいくものだとおもっていた。いとこがどこのダイガクに

いったときかされたものだ。わたしのおやじはチュウショウキギョウのサラリーマン

だったが、まぁ、そんなかんじだった。そして、ベンキョウのヘンサチをあげれば、い

いダイガクにいけるというしくみをリカイした。

しかし、ジブンでおかねをはらって、ダイガクにいってみると、それは、ひとつのみか

たにすぎないとわかる。なにより、コウコウにいくのにも、おかねがかかるし、ダイガ

クにいくにもおかねがかかる。だから、いまかんがえると、ジュケンキョウソウなんて

いうのは、かねをもっているひとのはなしで、かねをもっていないソウは、はたらくか、

はたらきながら、ガッコウへいくことになる。だから、かねがなさそうなら、ベンキョ

ウなどせずに、アルバイトをしておかねをためるといいだろう。

ジュクにいってもおかねがかかるだけだ。また、アルバイトキンシのガッコウへいって

もいけない。コウコウセイのときに、ニヒャクマンエンでもためれば、ダイガクなり、セ

ンモンガッコウにいきながら、アルバイトでガクヒをはらえるだろう。いまは、それが

まっとうないきかただとおもう。

　

サンジュウサン

　

ひかりは、デンキのイッシュだとかいた（●『ウ』キュウジュウ）。デンキは、イーエル

（デンキ）イコール イー（エネルギー）わるダブリュ（シツリョウ）であらわせる（イー

エル イコールエル［ウンドウ］、エル イコール イー わるダブリュより。●『ウ』よん

ジュウゴ、『よ』サンジュウニ、『よ』ニジュウハチ）。つまり、シツリョウがレイなら、

ひからないわけである。たとえば、コウセイから、ひかりがでたとする。とどいたさき

のなにかが、シツリョウがレイなら、それはひからない。

ウチュウクウカンもそうかもしれない。ほしは、ひかっているが、クウカンはひからな

いだろう。つまり、ひかるのは、うけてのモンダイだということだ。わたしたちのめに

は、タイヨウがひかってみえるが、それは、うけてであるわたしたちのめに、シツリョ

ウがあるからだ。つまり、ひかりにドウチョウカノウなわけだ。

　

サンジュウよん

　

ねつもまた、うけてのモンダイとかんがえられる。ねつは、ダブリュエー（ネツ）イコー

ル イーエル（デンキ）かけるダブリュ（シツリョウ）である（イーエル イコール ダブ

リュエー わるダブリュより。●『ウ』ヒャクニジュウキュウ）。だから、ネツも、シツ

リョウがレイならハッセイしない。また、コウセイのちかくにあっても、シツリョウが

レイなら、ネツがない（うつらない）となる。だから、ネツデンドウセイがたかいのは、
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シツリョウがおおきなものとなる。わたしたちも、シツリョウがあるから、ネツをかん

じるということだ。

　

サンジュウゴ

　

ゼンセイキのゼンハンに、ロシアでキョウサンシュギカクメイがおこり、ソヴィエトレ

ンポウとなったという。よく、それについて、マルクスのいった、シホンカによるロウド

ウシャからのサクシュがあったから、それをただそうとした。というようなことをいう。

たしかに、かねもちだけがユウフクでは、ロウドウシャはおもしろくない。わたしがか

んがえても、ゲンコウのシホンシュギは、リジュンをみとめるから、それがたまると、ダ

ンダンシジョウがまずしくなる（●ヒャクサンジュウゴ、『ス』ヒャクロクジュウハチ、

ヒャクニジュウニ、『オ』ヒャクサンジュウ）。それはどうかとおもう。

しかしながら、ソレンは、ハチジュウネンたらずで、シュウリョウした。なにがモンダイ

だったか。かねもちのおかねをロウドウシャにブンパイしたら、「サクシュ」はカイショ

ウする。そこまではいい。しかし、もうかねもちはいないのだから、もう、「サクシュ」

のカイショウはできない。つまり、イッカイそのセイドをドウニュウするのはいいけれ

ど、ずっとそれでやりつづけるのは、コンナンではないかということだ。

つまり、カイカクにはユウコウであるかもしれないけれど、そのさきがない。それがア

ンテイセイケンではこまるということだ。ずっとカイカクをしつづけることはコンナン

だったのだろう。ただ、ハチジュウネンでおわったというケッカがでた。ニホンでも、そ

ういうセイトウは、はやらない。さきがないからであろう。

　

サンジュウロク

　

なにかをもやすとひかりがでる。タイヨウコウハツデンをしているらしいから、たしか

に、ひかりがでているんだろう。ニクガンでもカンソクできる。このもえているものと、

ひかりはハンパツするカンケイかもしれない。

もえているものもヨウキョク（プラス）で、ひかりもヨウキョクということだ。ジシャ

クをかんがえれば、わかりやすいだろう。そうでないと、ひかりがはなたれるリユウが

よくわからない。ただ、ブラックホールのばあいは、インキョク（マイナス）なのだろ

う。だから、ひかりがあつまる。ひかりはどこへいくか。つまるところ、インキョクの

ところへいくんだとおもう。

　

サンジュウなな

　

テロは、ショウキボにおこる。それがおこなわれるリユウは、なにかへのテキタイシン

などいろいろなリユウがあるだろう。タンジュンにいうと、ごくちいさなセンソウであ
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る。それをおこしたひとは、ケイジサイバンをうけるというより、ころされるだろう。そ

れが、タクサンおこるとすると、チアンがわるいとなる。だから、ふせごうとするが、な

かなかむずかしいようだ。さいわい、ニホンでは、まだおこっていない。

それはわるいようであるが、メリットもある。どういうことかというと、そのブン、お

おきなセンソウをしなくてすむわけだ。おおきなセンソウは、ヒガイもおおきいし、お

かねもかかる。だから、ごくちいさなセンソウですめば、セイジカにとって、わるいは

なしではない。しかしながら、ニホンでは、そういうニンシキがすくないかのようであ

る。ボウエイヒをつみあげているからだ。そういうセンソウもあるんだということをお

ぼえておいたホウがよい。

　

サンジュウハチ

　

イシキはサイボウにあるとかいた（●『ウ』ヒャクジュウよん、『ス』ヒャクジュウよん、

キュウジュウよん、キュウジュウサン、キュウジュウイチ、ハチジュウロク、よんジュ

ウサン）。タンサイボウセイブツでもいきられるからである。

サイボウといえば、タンパクシツをフクセイするキノウがそなわっている。イデンケイ

である。イデンシは、カガクブッシツのあつまりだが、それにイミがあるとされる。そ

れによって、コタイのケイシツやキノウにサがでるからである。つまり、イデンケイは

ジョウホウをあつかっているといえる。ジョウホウというより、グタイテキなブッシツ

なのだが。

そうならば、カンジョウのようなジョウホウをあつかってもおかしくないだろう。やっ

ぱり、ものをあつかうかもしれない。おこったときには、あるブッシツをゴウセイする

ようなである。そうすると、ノウよりサイボウなのかもしれない。しかし、ノウがおお

きなウンドウをうけもっているから、ニンゲンはうごけるともいえる。どちらもダイジ

であろう。

　

サンジュウキュウ

　

エイゴで、「わたしは、マルマルをシンコウしています。」ということを、「アイビリーブ

インマルマル。」という。ここでのマルマルには、「カミ」というタンゴがはいるわけだ

が、このブンをみると、どういうセカイカンかわかる。それは、「カミ」のなかに、「ビ

リーブ」があるということだ。つまり、わたしたちのイシキは、「カミ」のなかにある。

というセカイカンだ。

ニホンで、そういうセカイカンをもっているひとが、どれくらいいるかわからないが、ど

ちらかといえば、「カミ」が「ある。（いる。）」、「ない。（いない。）」といったもののよう

なとらえかたをするのではないか。もしそうだとすると、「アイビリーブ マルマル アウ

ト オブミー。」となるだろう。それだと、かなりセカイカンはちがうだろう。

また、ニホンでは、「カミ」がおおいから、ジブンのガイメンにテイイさせるとおもわれ
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る。ある「カミ」は、「エー」といい、また、ベツの「カミ」は、「ビー」といったとする。

そうすると、そこにトウイツテキなケンカイをもつことは、むずかしくなる。だから、タ

ンジュンに、ある「カミ」は、「シー」といった。と、そのままリバーブ（エコー）する

サホウが、もっともエネルギーをつかわないから、ダイタスウにサイヨウされそうだ。

そういうサホウをレンゾクすると、「だれが、『バツバツ』といった。」などと、デンブン

ケイのコミュニケーションをとるタイドとなるだろう。だから、ニホンジンは、カガク

をしづらいといえる。だれかのいったことを、そのままにするからである。

イッポウ、オウベイでは、かれらが、「カミ」のなかにいるわけだから、「カミ」をさが

そうとするかもしれない。「カミ」とはなにかととうかもしれない。だから、はじめはシ

ンガクでも、シゼンカガクへとハッテンするわけである。おおくのニホンジンなら、あ

の「カミ」がそういっていたから、そういうことにしておこうとなるだろう。そこが、ギ

ジュツリョクのサになるとおもう。

　

よんジュウ

　

いまは、ホウリツのアンをコッカイギインがギロンするが、コンピューターネットワー

クをつかって、コクミンにやらせたらどうか。ホウアンのハツギも、タショウのコッカイ

ギインがやってもいいが、コクミンからハツギするわけだ。ようするに、コジンがアッ

プロードして、ギロンするのである。

サイケツのばあいは、サンセイかハンタイをデンシコクミントウヒョウすればいい。イー

メールで、マルガツバツニチのゴジまでにトウヒョウしてください。とやればいいわけ

だ。ギロンヨウのケイジバンのようなしくみもヒツヨウだろう。これらをひるまにやる

と（ひるまにやってもいいが）、フツウのロウドウシャはおきざりになってしまうので、

ゴゴシチジイコウなどに、ギロンするわけである。

ムリにギロンしなくてもいいが、テキトウにサイケツして、ホウアンなどをきめる。テ

レビなんかをみているより、このホウが、シャカイのことをかんがえるので、まともで

あろう。ニジカンくらいでもいい。これなら、かつてはあったといわれる、チョクセツ

ミンシュセイができる。ケイヒもやすくあがるのではないか。

　

よんジュウイチ

　

ジブンでしたしごとは、ジブンのシサンになる。だれかにたのまれたしごとや、カイシャ

のしごとは、ジブンのシサンにはならない。ただ、かわりにおかねをもらえる。だから、

カイシャをはなれてしまったロウドウシャは、シサンがなくなってしまう。

それだと、あたらしくなにかをやるのもタイヘンだから、てあついコヨウでまもる。し

かし、それもあやしくなってきている。ほかのひとに、ジブンのシサンをサユウされた

くないのなら、ジブンでしごとをすればよい。しっかりやれば、ドンドンシサンがふえ

るであろう。パソコンのソフトウェアのように、コピーをうれば、もとではへらない。
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よんジュウニ

　

イーエル（デンキ）イコールダブリュエー（あたたかさ）わるダブリュ（シツリョウ）で

ある（●『ウ』ヒャクニジュウキュウ）。このうちみえるのは、ダブリュであろう。チャ

ワンがそこにあればみえる。これは、ひかりがあるためである。ひかりがなければ、シ

ツリョウはカンサツできない。まわりがひかっているか、そのチャワンがひかっている

か（●サン）は、さておき、ひかっていれば（めにみえれば）、シツリョウは、カンサツ

カノウだ（ただ、ケイサンではかることはカノウであろう。）。だから、そのひかりをシ

ツリョウとカテイする。

そうすると、イーエル イコール ダブリュエー わるエルアイ（ひかり）である。とはいっ

ても、ものはものというかんがえかたがつよいので、イーエルイコール ダブリュエー わ

る エム（モノ）や、イーエル イコールダブリュエー わる カッコ エム たす エルアイ

カッコなどとしたホウがいいかもしれない。

しかし、デンキというゲンショウメンでは、ひかりといってしまってもよいのではない

か。しかし、モンダイもある。それは、タイヨウのデンキリョウ（ダブリュエーわるエ

ルアイ。）と、ライターでつけたひのデンキリョウが、ヒリツがおなじだとすると、おな

じかずになってしまう。つまり、どちらも、「イチ」のカノウセイがある。そうすると、

タブン、ジッサイテキなハツデンリョウは、タイヨウのホウがおおきいはずだ。それを

どうかんがえるかというモンダイがある。

それを、おおきいデンキ「イーエル エル」とちいさいデンキ「イーエルエス」とわけて

かんがえれば、カイケツする。しかし、それなら、デンキのダイショウについてのギロ

ンがヒツヨウであろう。タンジュンなのは、なにかのチョッケイと、たとえば、あたた

かさをはかるわけである。だから、イーエルイコール ダブリュアイ（チョッケイ）かけ

る ダブリュエー わるエルアイとなるわけである。

　

よんジュウサン

　

さきのシキでは（●よんジュウニ）、イーエル（デンキ）イコールダブリュエー（あたた

かさ）わるダブリュ（シツリョウ）のウヘンのダブリュを、エルアイ（ひかり）わるダブ

リュアイ（チョッケイ）にさしかえた。このシキがただしいとすると、ダブリュイコー

ル エルアイ わる ダブリュアイだ。

つまり、ひかりがレイだとすると、シツリョウもレイになる。また、ダブリュアイがレイ

でも、ダブリュはレイになる。どういうことかというと、ひかりがないところには、な

にもないということだ。「ブラックホール」が、ひかりをすいこんでいるなら、それは、

シツリョウがあるということになる。だから、それがなにかをすいこんだとしたら、ひ

かりがあるはずである。だから、なにかがたまっていけば、またもえるか、インセキの

ようになるだろう。
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また、おおきさのないもののシツリョウはレイということである。だから、あるものを

ちいさくするようなアツリョクをかければ、それは、とてつもなくテイオンになるだけ

で、なくなりはしない。ギャクに、ひろげれば（オンドをたかくすれば）、どこまでもコ

ウオンになる。だから、ウチュウは、ビッグバンでこわれてしまうというより、オンド

があがりつづけるかぎり、ひろがるだろう。シキをいじると、ダブリュアイイコール エ

ルアイ わるダブリュだから、ひかりがおおきくなるほど、ウチュウはひろがることにな

る。シツリョウとひかりのおおきさがケイサンできれば、ウチュウのおおきさではかれ

るであろう。

　

よんジュウよん

　

イーエル（デンキ）イコールダブリュエー（あたたかさ）わるダブリュ（シツリョウ）で

ある（●『ウ』ヒャクニジュウキュウ）。これをいじると、ダブリュかける イーエル イ

コールダブリュエーになる。つまり、あたたかさとは、シツリョウとデンキによることに

なる。シツリョウを、さきのケイサンシキをつかって、ダブリュイコール エルアイ（ひ

かり）わるダブリュアイ（チョッケイ）（●よんジュウニ）のチョッケイを、アツリョク

をかけ、ちいさくしてやれば、シツリョウがおおきくなる。そうすると、さきのシキで

は、ギャクにあたたかくなる。これはなぜだろう。

タブン、アツリョクをかけたでどころのものも、ケイサンシキにはいってしまうからだ

とおもわれる。だから、そのもののオンドはひくくなっても、アツリョクをかけたもと

は、オンドがあがる。そういうことだとおもう。だから、ものにアツリョクをかけて、あ

たたかさをさげようとおもっても、ケッカテキには、よりあたたかくなってしまうこと

がかんがえられる。うまく、ひかりやデンキをおさえられればいいが、そういうむずか

しいメンはあるとおもう。

　

よんジュウゴ

　

ダブリュ（シツリョウ）イコールエルアイ（ひかり）わるダブリュアイ（おおきさ）であ

る（●よんジュウニ）。また、ダブリュ かけるイーエル（デンキ）イコールダブリュエー

（あたたかさ）である（●サンジュウよん）。

ものにアツリョクをかけて、ダブリュアイをへらしたとする。そうすれば、あたたかさ

がへるはずだが、ほかのヨウソもかわらないと、あたたかさはちいさくならない（●よ

んジュウよん）。ということは、このようにソウサしようとするばあいには、エルアイか

イーエルをヘンカさせるヒツヨウがある。そのイーエルのはなしである。ギャクに、ある

もののオンドをたかめようとすれば、ダブリュアイにタイして、エルアイがおおきくな

る。もやしてみるばあいをかんがえればいい。ひかりがでるし、いくらかキタイになっ

て、ものがおおきくなる。それをとめるのには、どうしたらいいか（ズイチ）。
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ｚ７-01.png
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ｚ７-02.png
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ｚ７-03.png

　

　

みずをかけるホウホウもあるが、ひかりをシャヘイするものをかぶせればよい（ズニ、ズ

サン）。

そうすると、ダブリュアイもおおきくならないし、エルアイもおおきくならない。エル

アイはでつづけるだろうが、リョウイキのゲンテイがあるから、やがてひかりはリンカ

イにタッするだろう。そのあと、ひがよわまるかどうかは、ケイケンであるとおもうが、

やがてひがよわまる（タバコなどのばあいだ。）。

そうすると、エルアイがおおきく、したがってダブリュがおおきくなる（ダブリュアイ

がゲンテイされているからだ。そうすると、ゲンテイのそとへちからがはたらくとおも

う。）そうすると、そのゲンテイのなかにあったベツのものが、ソウタイテキにかるくな
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ることになる。

だから、ひかりがリンカイにタッするようなばあいには、そのリョウイキナイにあるベ

ツのものがうくカノウセイがあるし、ものをとばすのがヨウイになろう。つまり、チキュ

ウジョウでショウゴをリンカイととらえれば、ゴゴのホウが、なにかをとばしたりする

のが、カンタンになる。とりのはね（ウモウ）も、くもりやあめのひよりも、はれのひの

ホウがとびやすいとなる。

　

よんジュウロク

　

エイゴは、アルファベットをくみかえてつくられる。クール（シーオーオーエルを、クー

ラー（シーオーオーエルイーアール）と、ハッテンさせることができる。また、アルファ

ベットも、サンジュウモジにもみたない。

チュウゴクゴ（カンブン）でいうと、レイを、レイボウキと、イチモジのところを、ニ

モジふやして、サンモジにしなければならない。レスポンシブルオートマティック クー

ラーだったら、センタクテキ ジドウレイボウキとカンジをいくつもつかう。

クールをクーラーといえるのに、すずしいからレイボウキと、タクサンのモジをあつか

うことは、コウリツテキでない。コウリツテキにかんがえたら、リョウフウキやレイと

いえばとなる。そこのところが、カンゴとエイゴのリョウホウつかうニホンジンのカダ

イだろう。こうやって、かなであれば、エイゴのようにつかえるが、やっぱりブンカテ

キなモンダイもある。

　

よんジュウなな

　

「レキシ」というのはなんだろうか。くちでつたえられるレキシもあろうが、やはり、ホ

ンなのだろう。キロクになければ、そのレキシはないということである。たまに、シン

のシコウテイのようなレキシをほうむりさるひともいる。ベツにくになどのレキシにか

ぎらない。

ギジュツにしたって、レキシだろう。いまは、ケッコウなことがコンピューターサーバー

にキロクされている。それをこわせば、そのレキシはおわりであろう。レキシにくわしい

ひとも、レキシにくわしくないひともいる。ジブンでなにかしごとをしたかったら、レ

キシからキョリをおくことである。テレビからも、はなれたホウがいいだろう。そして、

ジブンのレキシをかくといい。

　

よんジュウハチ

　

エーアイはかしこいといっても、それは、ロンリである。つまり、ゲンゴやフゴウにな

らないものは、あつかえない。それにタイして、ニンゲンには、みることができて、ヒ
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ゲンゴジョウホウがつかえて、チョッカンがある。だから、まだニンゲンはまけないだ

ろうとおもう。

　

よんジュウキュウ

　

ニホンはこれから、コウレイカとインフレとのたたかいでタイヘンである。ショウライ

にそなえて、チョキンをするべきというはなしもある。だから、あまりゼイタクはでき

ない。

しかし、ニホンジンのあるテイドは、ジミントウタイシツ（●ジュウキュウ、『ア』ヒャ

クゴ）である。ニホンサンのたべものとガッシュウコクサンのたべものをたべるひとの

ことである。だから、ガッシュウコクのひとのまねをしやすい。

しかし、ガッシュウコクジンとおなじようにショウヒしたら、ダメである。たしかに、

ガッシュウコクのひとに、あこがれることもあるだろう。だが、チョキンをしなければ

だめだし、はたらきぶりが、ニホンジンよりいいという。だから、いまはまねてはだめ

なのだ。はたらきぶりをまねるのはいいだろう。

　

ゴジュウ

　

イシキは、エル（ウンドウ）である（●『ウ』ヒャクキュウジュウキュウ、『ウ』ヒャクゴ

ジュウゴ、『ウ』ヒャクニジュウイチ、『ウ』ヒャクジュウよん、『ス』よんジュウイチ）。

また、イーエル（デンキ）でもある（●エルイコールイーエルより。『ウ』よんジュウゴ）。

だから、そとからカンサツカノウである（いまのところはできないかもしれないが。）。

デンキシンゴウをみるわけである。それなら、ニンゲンには、うちはないのかとなる。し

かし、プライベートなシコウもあるだろう。しりたがりなら、あるひとのイシキをしり

たがるだろうが、それはメイワクであろう。しかし、そんなものだ。そうやって、うちと

そとにわけると、カンサツカノウになるわけだ（キャッカンがカノウになるから。）。ホ

ンネとたてまえというニホンジンなら、まぁ、そういうのはあろう。しかし、おもてう

らのないひともいるだろう。カンサツしても、しかたがないが、「イシキ」はなくはない

といえそうだ。

　

　

　

　

ひかりがあるところにはジュウリョクがある。シドクバン

エイゾウ　

　

ニセンジュウキュウネンジュウニガツニジュウハチニチ　
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ニセンニジュウイチネンクガツヨウカ

iii toga db009-2s 　

　

　

　

　

エイチティティピーコロンスラッシュスラッシュアイアイアイティオージーエーピリオ

ドシーオーエム　

ティエスユーエスエイチアイエヌアットマークアイアイアイティオージーエーピリオド

シーオーエム　

　

エイゾウのホン

　

　『アルクカラカンガエル』ニセンジュウゴネン

　

　『むしのツゴウニンゲンのツゴウ』ニセンジュウシチネン

　

　『よろこぶゲンシジン』ニセンジュウハチネン

　

　『オンガクイチエンのジダイ』ニセンジュウハチネン

　

　『スーペリアーをみつけた。』ニセンジュウキュウネン

　

　『ウンドウはすべてエレクトリック。』ニセンジュウキュウネン

　

　『エルガク～ひとりブツリガクのチョウセン』ニセンジュウキュウ　

　

　『ものみダイからのケイザイガク』ニセンジュウキュウネン

　

エイゾウのデンシサイトからコウニュウできます。

　

http://eizo09.com
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『ひかりがあるところにはジュウリョクがある。』シドクバン

著 エイゾウ
  
  
  
  
  
  
  
  
制 作 Puboo
発⾏所 デザインエッグ株式会社
 
 


